
   恩納村青年海外派遣事業実施規則 

平成２９年３月３１日 

規則第９号 

 （目的） 

第１条 恩納村青年海外派遣事業（以下「この事業」という。）は、恩納村の

青年を恩納村出身者海外移住国（以下「移住国」という。）へ派遣し、村人

会等並びに現地との交流や異文化体験を通じて国際的な視野を広げ、地域に

おいて意欲的に活動する青年の育成を図るとともに移住国と恩納村との友好

親善関係の増進に資することを目的とする。 

 （応募資格） 

第２条 この事業に応募できる者は、次の各号に該当する者とする。 

（１） 対象年度の４月１日現在、１年以上恩納村に本籍又は住所を有する者 

    ただし、本籍については学校進学のため一時的に住所を異動している

者に限る。 

（２） 原則として２２歳以上３５歳までの者 

（３） 研修前及び研修後において、村の主催する国際交流事業へ積極的に参

加できる者 

（４）その他村長が認める者 

 （派遣人員） 

第３条 派遣人員は若干名とし、当該年度の派遣人員は、恩納村青年海外派遣

事業検討委員会（以下「委員会」という。）を設置して決定するものとする。 

 （申請） 

第４条 この事業に応募する者は、様式第１号から第４号までの書類により申

請するものとする。 

 （選考） 

第５条 派遣する者は、前条の規定による申請者の中から選考により決定する。 

２ 前項の規定による選考は委員会で決定するものとする。 

 （研修費用） 

第６条 恩納村を出発し、帰国するまでの往復旅費、研修期間中の滞在費、海

外旅行保険料及びその他の研修に要する経費は、村負担とし、恩納村職員旅

費支給条例（昭和４４年条例第３号）及び恩納村青年海外派遣事業交付金支

給要領（平成２９年要領第１号）に準ずる。ただし、私的な経費は本人負担

とする。 

 （交付申請） 

第７条 交付金の交付を受けようとする者は、交付金交付申請書（様式第５号）



を村長に提出しなければならない。 

 （交付決定） 

第８条 村長は前条に規定する申請を適当と認めたときは、交付金交付決定通

知書（様式第６号）を交付する。 

 （申請の取下げ） 

第９条 交付決定通知を受けた者が交付申請を取り下げるときは、交付金の交

付決定通知書を受けた日から起算して３０日以内に、交付申請取下げ書（様

式第７号）を村長に提出しなければならない。 

 （取消し） 

第１０条 村長は、交付金の交付決定後、次の各号のいずれかに該当すること

となった者については、交付金の交付決定を取り消すことができる。 

（１） 研修に参加できなくなった者 

（２） 研修生として不適当と認められる事実が判明した者 

 （返還） 

第１１条 第９条により交付申請を取り下げた者、又は前条により交付決定を

取り消された者は、既に交付金の交付を受けている時は、村長が定める期日

までに交付金の一部又は全部返還しなければならない。 

（実績報告） 

第１２条 交付金の交付を受けた者は、当該事業完了後３０日以内に実績報告

書（様式第８号）を村長に提出しなければならない。 

（研修内容） 

第１３条 研修内容は、移住国の文化、産業等の異文化体験を通じて国際的な

視野を広げるものとする。 

（研修場所） 

第１４条 研修場所は、村が指定する移住国とする。 

（研修時期及び期間） 

第１５条 研修時期及び期間は、毎年委員会で決定するものとし、おおむね１

か月とする。 

（研修生の義務） 

第１６条 研修生は、次の義務を負うものとする。 

（１） 報告 

ア 日報を付けること 

イ 研修報告を作成すること 



（２） 親善事業 

ア 研修前及び研修後において、村の主催する国際交流事業へ積極的に参加

すること 

イ 研修先及び村人会等の行う事業等に積極的に参加すること 

（３） その他 

ア 研修期間中は、研修計画に基づき行動するものとし、所定外の行動をす

るときは、現地関係者と十分な調整を行うこと 

イ 研修目的から逸脱しないこと 

ウ 法令を遵守し、現地における村人会等及び研修先等との連絡を密にし、

身の安全や健康管理には十分に注意すること 

（研修体制） 

第１７条 研修体制は、次のとおりとする。 

（１） 移住国村人会等への協力依頼 

村は、受入先の村人会等へ安全面並びに病気、怪我及び事故等の際の対応、

処理又は連絡等の協力を依頼する 

（２） 連絡体制 

研修生は、村役場に適宜連絡を行うこと。研修日程等に変更がある場合に

は、その都度連絡すること 

（保険） 

第１８条 村は研修生の研修期間中にかかる海外旅行保険に加入する。 

（帰国） 

第１９条 研修終了後は速やかに帰国するものとする。ただし、特別な理由に

より村長が必要と認めた場合は、この限りではない。 

（委任） 

第２０条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、村長が定める。 

 

   附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

   附 則 

この規則は、平成３０年４月１日から施行する。 

 


